
校
生
は
20
時
ま
で
学
校
に
残
り
自
習

室
を
使
う
こ
と
も
可
能
だ
。

　

夏
期
・
冬
期
の
長
期
休
暇
中
に
は

各
科
目
の
講
習
を
用
意
し
、
高
２
全

員
・
高
３
の
希
望
者
に
対
し
て
は

“
進
学
合
宿
”
も
行
う
。

「
高
２
の
12
月
に
開
催
す
る
進
学
合

宿
で
は
目
標
を
掲
げ
参
加
す
る
生
徒

が
ほ
と
ん
ど
。
合
格
に
向
け
逆
算
し

学
習
計
画
を
立
て
た
り
、
合
宿
中
の

時
間
の
使
い
方
も
工
夫
し
て
取
り
組

み
、
最
終
学
年
の
受
験
に
向
け
た
良

い
機
会
で
す
」（
工
藤
教
諭
）。
隙
間

時
間
に
担
当
教
員
が
披
露
、
伝
授
す

る
受
験
経
験
や
勉
強
の
コ
ツ
も
生
徒

の
参
考
に
な
っ
て
い
る
。

　

年
５
回
の
定
期
試
験
前
の
１
週
間

は
「
独
習
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
、
学
習

計
画
を
立
て
朝
と
放
課
後
の
時
間
を

学
び
に
使
う
。
年
３
回
の
学
期
末
試

験
後
は
「
独
習
デ
ー
」
を
設
け
、
定

期
試
験
や
到
達
度
テ
ス
ト
の
結
果
か

ら
、
弱
点
克
服
に
向
け
た
学
習
計
画

を
立
案
し
実
行
に
移
す
。

　

ま
た
、
英
・
数
・
国
は
中
３
の
１

学
期
ま
で
に
中
学
内
容
を
修
了
さ
せ
、

自
然
科
学
探
究
と
し
て
、
学
校
で
の

生
物
の
授
業
を
経
て
夏
休
み
に
は
千

葉
県
の
海
に
赴
き
、
疑
問
・
仮
説
を

考
え
た
上
で
磯
全
体
を
観
察
し
、
生

物
の
採
集
な
ど
を
行
う
。
中
２
で
は

新
潟
県
十
日
町
市
で
ト
キ
に
つ
い
て

研
究
す
る
社
会
科
学
探
究
、
中
３
で

は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め

て
現
地
を
調
査
す
る
地
域
研
究
、
高

1
～
２
で
は
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
探

究
力
を
活
用
し
て
個
人
探
究
を
行
う
。

「
物
理
、
地
理
、
音
楽
、
教
育
心
理

な
ど
13
種
類
の
中
か
ら
好
き
な
ゼ
ミ

を
選
ぶ
仕
組
み
で
、
近
く
に
両
国
国

技
館
が
あ
る
縁
か
ら
、
元
力
士
と
そ

れ
以
外
の
人
の
性
格
の
違
い
を
研
究

し
た
生
徒
も
い
ま
し
た
」（
工
藤
教

諭
）

　

ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
で
、
中
学
男

子
バ
レ
ー
部
は
24
年
の
全
国
大
会
で

優
勝
。
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ

や
卓
球
部
も
全
国
大
会
に
出
場
し
、

蜂
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
が
伝
統
の

生
物
ク
ラ
ブ
は
、
国
際
大
会
の
出
場

が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

多
様
な
学
び
・
体
験
の
場
が
用
意

さ
れ
て
い
る
安
田
学
園
。
志
田
副
校

長
は
最
後
に
こ
う
結
ん
だ
。「
明
治
安

田
生
命
の
方
に
よ
る
マ
ネ
ー
教
育
な

ど
、
芙ふ

蓉よ
う

グ
ル
ー
プ
企
業
と
の
協
働

も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
校
な
ら
で
は
の
こ
う
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
今
後
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」。

広
報
担
当
で
、
国
語
科
を
担
当
す
る　

工
藤
夏
花
教
諭
は
「
教
員
か
ら
も
生

徒
に
積
極
的
に
声
を
か
け
、
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
習
慣
が
確
立
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
言
う
。

「
学
習
計
画
の
作
成
や
日
常
の
悩
み

や
出
来
事
を
記
録
す
る
手
帳
を
全
生

徒
が
持
っ
て
お
り
、
担
任
も
定
期
的

に
確
認
し
生
徒
の
様
子
を
把
握
し
て

い
ま
す
」（
志
田
副
校
長
）。
発
行
元

に
よ
る
手
帳
の
活
用
方
法
な
ど
を
発

表
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
も
、
生

徒
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

学
習
を
支
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

充
実
し
て
お
り
、
中
１
～
高
２
を
対

象
と
し
た
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
は
そ
の

一
つ
だ
。
朝
の
15
分
間
、
英
・
数
そ

れ
ぞ
れ
週
２
日
ず
つ
授
業
内
容
の
定

着
度
と
学
習
習
慣
を
確
認
し
、
不
十

分
な
生
徒
に
対
し
て
は
放
課
後
に
教

員
と
卒
業
生
の
チ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
が

補
習
を
行
う
。「
チ
ュ
ー
タ
ー
の
多
く

は
難
関
大
学
の
現
役
学
生
で
、
総
勢

で
20
名
が
在
籍
。
シ
フ
ト
制
で
生
徒

の
ケ
ア
に
当
た
っ
て
い
ま
す
」（
志

田
副
校
長
）。
中
学
生
は
18
時
、
高

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
１
家
庭
に
１
人
な

の
で
、
お
の
ず
と
英
語
力
が
鍛
え
ら

れ
ま
す
。
渡
航
前
は
不
安
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
生
徒
が
、『
日
本
に
帰
り
た

く
な
い
』
と
言
う
ほ
ど
大
き
く
変
わ

り
ま
す
」（
志
田
副
校
長
）

　

高
１
～
２
の
希
望
者
に
は
、
日
韓

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
。
夏
休
み

に
韓
国
側
が
訪
日
、
冬
休
み
に
安
田

学
園
の
生
徒
が
訪
韓
し
て
交
流
す
る
。

東
京
都
内
の
観
光
な
ど
を
計
画
し
同

世
代
と
親
交
を
深
め
、
日
本
語
や
韓

国
語
、
英
語
で
内
容
を
発
表
す
る
。

25
年
度
か
ら
は
高
１
～
２
の
希
望
者

向
け
に
、
約
１
週
間
か
け
て
国
連
本

部
な
ど
を
訪
問
し
、
大
学
の
特
別
講

義
を
受
講
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
研
修

も
始
め
る
予
定
だ
。

　

体
験
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
、
毎

週
35
分
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
、

中
１
～
２
全
員
が
参
加
す
る
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
全
学
年
が
参

加
す
る
英
単
語
コ
ン
テ
ス
ト
は
伝
統

的
な
行
事
だ
。
充
実
し
た
内
容
は
英

検
取
得
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
中

１
の
99
％
が
４
級
以
上
、
２
年
生
の

95
％
が
３
級
以
上
、
３
年
生
の
85
％

が
準
２
級
以
上
に
合
格
し
て
い
る
。

　

探
究
の
授
業
で
は
、
個
人
や
グ
ル

ー
プ
で
気
付
い
た
疑
問
を
理
論
的
に

探
究
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。
中
1
で
は

　

進
学
実
績
の
伸
び
が
目
覚
ま
し
い
。

２
０
２
４
年
度
は
安
田
学
園
高
校
か

ら
国
公
立
大
や
早
稲
田
、
慶
應
義
塾

な
ど
の
難
関
私
大
に
１
０
０
名
以
上

が
合
格
（
25
年
３
月
上
旬
現
在
）。

「
４
年
連
続
で
東
京
大
学
合
格
者
が

集
大
成
テ
ス
ト
を
実
施
。
高
校
の
学

習
に
必
要
な
基
礎
学
力
、
自
主
的
学

習
力
を
確
立
す
る
た
め
、
早
い
段
階

か
ら
中
学
内
容
の
復
習
を
計
画
的
に

繰
り
返
し
行
う
。
こ
れ
ら
の
手
厚
い

支
援
が
、
安
田
学
園
が
学
校
完
結
型

出
ま
し
た
。
東
京
科
学
大
や
京
都
大

へ
の
進
学
希
望
を
か
な
え
た
生
徒
も

い
ま
す
。
ま
た
、
医
学
部
に
は
９
名

が
合
格
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、

志
田
憲
一
副
校
長
。
目
指
す
キ
ャ
リ

ア
に
沿
っ
た
大
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

 

“
学
校
完
結
型
”
の
学
習
環
境
の
整

備
も
特
徴
で
、
中
１
～
高
２
の
２
学

期
ま
で
は
、
自
ら
考
え
学
ぶ
授
業
を

核
と
し
た
「
学
び
力
伸
長
シ
ス
テ

ム
」
で
基
礎
学
力
を
固
め
、
以
降
は

「
進
学
力
伸
長
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
、

第
１
志
望
の
大
学
進
学
に
向
け
た
学

習
を
主
体
的
・
意
欲
的
な
も
の
に
し
、

自
ら
考
え
学
ぶ
力
を
応
用
力
の
伸
長

に
つ
な
げ
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
進
学
力

を
身
に
付
け
る
。

「
塾
や
予
備
校
に
通
わ
ず
と
も
大
学

進
学
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
態
勢
を
整

え
て
お
り
、
実
際
に
ど
の
学
年
も
約

８
割
の
生
徒
は
学
内
の
み
で
学
ん
で

い
ま
す
」（
志
田
副
校
長
）

　

そ
も
そ
も
安
田
学
園
で
は
生
徒
と

教
員
の
距
離
が
近
く
、
日
々
の
さ
ま

ざ
ま
な
疑
問
に
つ
い
て
尋
ね
や
す
い
。

と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

　

短
期
留
学
や
語
学
研
修
な
ど
を
通

じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
生
徒
全
員

が
６
年
間
で
１
回
は
海
外

生
活
を
体
験
す
る
。
中
２

～
高
２
の
希
望
者
が
対
象

の
夏
期
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
語
学
研
修
で
は
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
約
２

週
間
滞
在
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
平
日
は
学

校
で
学
び
、
放
課
後
・
週

末
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
に
触
れ
る
。

　

中
３
の
希
望
者
を
対
象

と
し
た
夏
期
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
短
期
留
学
は
、
７

～
８
月
の
約
３
週
間
、
現

地
校
で
学
ぶ
と
い
う
も
の
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

交
流
も
あ
り
、
異
文
化
理

解
を
深
め
る
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
だ
。
高
１
の
希
望
者

に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

も
し
く
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
現
地
校
で
、
１
月
下

旬
か
ら
４
月
上
旬
ま
で
、

過
ご
す
３
カ
月
留
学
も
用

意
す
る
。

「
現
地
校
は
１
人
１
校
、

話を聞いた志田憲一副校長（右）と、
工藤夏花教諭（左）

第2外国語を中
学2年生から高
校2年生までの
希望者が学ぶ。
フランス語の授
業の様子

多
く
の
生
徒
が
学
校
内
で

学
び
、希
望
の
進
路
を
実
現

生
徒
た
ち
の
体
験
を
重
視

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

答
え
の
な
い
問
い
に
向
き

合
う
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
校
完
結
型
の
学
習
環
境
に
強
み

多
様
な
学
び・探
究・体
験
の
場
を
用
意

１
９
２
３
年
に
安
田
財
閥
創
始
者
の
安
田
善
次
郎
翁
が
創
設
し
た
、
中
高 

一 

貫
の
安
田
学
園
。

自
ら
学
び
考
え
、
創
造
的
学
力
を
形
成
し
人
間
力
を
育
む
「
自
学
創
造
」
の
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

安田学園中学校
両国　蔵前最寄駅 共学校

旧安田財閥からのつながりで毎年実施している日韓交流行事。ソウルなど現地に赴き、学生たちとプレゼンテーション作成も行う

設立 1923年 海外交流校 有 帰国生入試 無

併設校 安田学園高等学校 男女比 男54％　女46％

生徒数 （1年）246名

交通
両国駅（JR総武線）徒歩6分
両国駅（都営地下鉄大江戸線）徒歩３分
蔵前駅（都営地下鉄浅草線）徒歩10分

クラス編成 30～35名

授業時間 8：15～15：00   （土）～12：30

大学合格実績
（過去３年間）

東京、東京工業、一橋、東京医科歯科、お茶の水女子、東京外国語、北海道、大阪、京都、神戸、九州、横浜国立、筑波、千葉、
東京学芸、東京都立、早稲田、慶應義塾、上智、東京理科、東京基督教、学習院、明治、青山学院、立教、中央、法政など

SCHOOL DATA

所在地▶︎〒130-8615　東京都墨田区横網2-2-25　TEL▶03-3624-2666　URL▶https://www.yasuda.ed.jp

（写真右）個人探究は1年間ゼ
ミ形式で行い論文の作成を行う。
千葉大学でのプレゼンテーショ
ンの様子。（写真中）宿泊探究で
データを集め、安田祭で検証結
果のポスタープレゼンを行う。

（写真左）生物クラブは毎年全
国大会に参加する強豪
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